Tenri daigaku fuzoku tenri toshokan shozō "Tōsaroku" ni tsuite: Kin Jinken "Nittō sōyūka" tono kanren kara by 長森  美信
天理大学附属天理図書館所蔵『東槎録』について―
―金仁謙『日東壮遊歌』との関連から――






その他のタイトル Tenri daigaku fuzoku tenri toshokan shozo
"Tosaroku" ni tsuite: Kin Jinken "Nitto










































































                                                          












 作 者 使行時の職掌 書 名 形 態 所 蔵 先 
1 趙 曮 正使 海槎日記 写本1冊 国立中央図書館 
2 南 玉 正使所属製述官 日観記 写本1冊 国史編纂委員会 
3 成 大中 正使所属書記 日本録 写本1冊 高麗大学校図書館 
4 元 重挙 副使所属書記 乗槎録 写本4冊 高麗大学校図書館／六堂
文庫 




6 閔 恵珠 副使所属軍官 槎録 写本1冊 高麗大学校図書館／六堂
文庫 
7 李 彦瑱 副使所属押物通事 松穆館燼餘稿 写本1冊 日本・大阪府立中之島図
書館 






9 呉 大齢 従事官所属上通事 東槎日記 
（癸未使行日記）
写本1冊 国立中央図書館 
















                                                                                                                                               
具智賢がその作者を東萊府所属の将校卞琢に比定した。具智賢（2005）「『癸未随槎録』에 




































































9 成均館大学校尊経閣所蔵（請求記号 B06B - 0045）  
10 「退石金仁謙東槎録抄」は、第11次使行の正使趙曮所属の書記であった成大中の子、成海
応が、金仁謙『東槎録』から一部を抜粋、記録したと言う。李東燦（1996）「癸未 通信使行  
記録의 장르 選択―「海槎日記」과 「日東壮遊歌」를 중심으로―」（『韓国文学論叢』18）61頁。  
















































































による呼称がうかがえる。 역골（ヨッコル） 驛洞 
소오뫼（スェオメ） 先祖山・祖考山  沈訳には「安東郡豊山面素山の
俗名」との注がある。 







8/15 일낭이（溢娘） 一娘 音訳の誤りか 























※ 月日は『日東壮遊歌』（高島訳本）によるもの。必ずしも両書の月日は一致しない。  





































































 우안잣다가 / 왜놈들을 만나보고 
   셩명을 무러보니 / 질화도슌길일쇠 
  
 （訳）船の上に座っていると／倭人らに出会う 
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